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款 項 目 大 中

％ ％ ％

担当係

根拠法令・個別計画

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

内容

（手段）

実施・運営方法

※費用合計に占める

経費の内訳(割合)

高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律

3

担当課

2

保健福祉

長寿介護課

長寿福祉係

31

平成３０年度以降

高齢者福祉

事業類型 法定受託系

高齢者の地域での生活を支援する

9

高齢者虐待の防止、高齢者虐待を受けた高齢者に対する迅速かつ適切な保護及び養護者

に対する適切な支援を行い、高齢者の在宅生活の継続を図る。

・高齢者虐待緊急短期入所

　　　虐待を受けている高齢者を一時的に保護する。

・高齢者虐待ネットワーク

　　　連絡会議　1回

　　　　委員による連絡会議及び担当者会議を開催し、虐待を受けた高齢者等に対して

　　　　適切な支援を行うため、関係機関等との連絡会議を定期的に行う。通報受付事

助成 0

総合計画

分野別計画

予算区分

担当部事務事業名 高齢者虐待防止事業

会計区分

平成１２年度以前 ～事業期間

事業番号 127

平成24年度 事務事業評価シート平成24年度 事務事業評価シート平成24年度 事務事業評価シート平成24年度 事務事業評価シート
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直接実施・

運営

80 委託 20

一般会計

単位

千円

人

千円

人

千円

千円

％

千円

千円

千円

Ｈ24予算額

375

0.20

1,063

108.2

Ｈ23決算額

265

Ｈ22決算額

0

1248

0

0.200.20
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トトトト

財

源

その他職員

0.20

（手段）

従事者数

Ｈ21決算額

一般財源

国・県支出金

対前年比

その他財源

人件費

1,475

　　　　適切な支援を行うため、関係機関等との連絡会議を定期的に行う。通報受付事

　　　　務、地域包括支援センターとの連携、会議に関する事務等がある。

【直接経費の主な内訳】

短期入所委託料　204千円

費用合計

415

1,063

0.00

高齢者虐待緊急短期入所は、費用に対し約1割の負担あり。

従事者数

人件費

費

用

直接経費

正職員

1,453

0

受益者負担

436

3

1,499

101.4

0

46

0

1,426

1,328

88.5

1,280

0.00

0

1,0631,063

0.00

1,478

0.00

0

1,438
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―

12

―

H24

28

人

緊急短期入所者数

―

1

虐待ネットワーク会議を計画通り開催し、情報共有を図ることが出来た。また、高齢者

虐待の防止、高齢者虐待を受けた高齢者に対する迅速かつ適切な保護及び養護者

に対する適切な支援を行い、高齢者の在宅生活の継続を図ることができた。
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高齢者虐待ネットワー

ク担当者会議

成果指標名
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活動指標名
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127事業番号

平平平平

成成成成

２２２２

３３３３

年年年年

今後、認知症高齢者の増加が予想されるので、認知症に対する理解の不足から生じ

今後増加すると見込まれる高齢者虐待を受けた高齢者等に対する迅速かつ適切な

支援ができないケースが生じる。

事業を縮小・

廃止したときの

影響

事事事事

業業業業

のののの

自自自自

己己己己

評評評評

価価価価

今今今今

後後後後

のののの

事事事事

業業業業

のののの

方方方方

向向向向

性性性性

現状維持

判定理由

一次評価のとおり。

改善案等

二二二二

次次次次

評評評評

価価価価

方向性の判定

現状維持

判　定　理　由

今後は、認知症高齢者の増加が予想されるので、認知症に対する理解の不足から生

じる虐待を防止するため、認知症に対する知識の普及を図る。

年年年年

度度度度

のののの

実実実実

施施施施

結結結結

果果果果

事業実施におけ

る課題等

今後、認知症高齢者の増加が予想されるので、認知症に対する理解の不足から生じ

る虐待を防止していく必要がある。

虐待が発生し、保護をすべきときに、連続して入ることの出来る施設がない。

今後の高齢社会において、住み慣れた地域社会の中で引き続き生活することを支援

する必要があるため。

方向性の判定


